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研究成果の概要（和文）： 
MRI（Magnetic Resonance Imaging：磁気共鳴画像法）装置は，強い静磁界中に置かれた被

検体（主に人体）に電磁波を照射することによってその内部を画像化する装置である．近年，

妊娠女性がこの装置を利用した際の電磁波エネルギー吸収量評価が求められている．そこ

で本研究では，計算機シミュレーションによって，妊娠女性腹部（すなわち胎児）における電

磁波エネルギー吸収量を算出した．その結果，通常の MR 画像撮像時では，胎児の奇形や

発育障害といった問題が生じるレベルではないことが明らかになった． 
 
研究成果の概要（英文）： 
Magnetic resonance imaging (MRI) is an effective method for diagnosis of diseases.  The MRI 
radiates electromagnetic (EM) wave to the body under the high field static magnetic field.  
Therefore, it is necessary to estimate the EM energy absorption in the human body due to the 
radiated EM wave.  Especially, in this study, EM energy absorption in the abdomen of pregnant 
woman and her fetus are investigated by numerical calculations.  As a result of the calculations, 
the EM energy absorption of the fetus is low and does not expected to be teratogenic. 
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１．研究開始当初の背景 
近年，携帯電話や MRI 装置，IH（Induction 
Heating：誘導加熱）クッキングヒーター等の
電磁波を利用した機器が広く用いられてい
る．それに伴い，性別や年齢を問わず，様々
な人々に対する電磁波の安全性が注目され
るようになってきた．そこで WHO（World 

Health Organization：世界保健機関）は，妊娠
女性およびその胎児における電磁波エネル
ギー吸収量の評価を最優先課題の一つとし
て挙げている．ところで，一般に，妊娠女性
の検査には，超音波による画像診断が選択さ
れるものの，胎児奇形の疑いがあり超音波診
断で確診できない場合には，MRI による画像
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診断が選択される．この場合には，MRI 装置
より発せられるパルス状電磁波が胎児にど
のような影響を与えるのかが重要であるも
のの，現時点では不明な点も多い．したがっ
て，MR 撮像時における胎児での電磁波エネ
ルギー吸収量を明確にすることが喫緊の課
題である． 
２．研究の目的 
新たに開発された妊娠女性数値モデルを用
いて，MR 画像撮像時の妊娠女性腹部（すな
わち胎児）における電磁波エネルギー吸収量
を明確にすることを目的とする． 
３．研究の方法 
妊娠 7 ヶ月の数値モデルを用いて，パルス状
電磁波照射による電磁波エネルギー吸収量
を算出し MRI 装置の安全基準と比較・考察す
る．さらに，算出した電磁波エネルギー吸収
量を発熱源として，体内での温度上昇分布を
算出する．この結果を，胎児異常の直接的な
原因となり得る体内での温度上昇閾値と比
較・考察する． 
４．研究成果 
まず，妊娠女性数値モデルを用いて，各部の
電磁波エネルギー吸収量分布を求めた．その
結果，母体の体表付近や羊水部分で電磁波エ
ネルギー吸収量が上昇するものの，胎児付近
のそれは，周辺部より低いことがわかった．
さらに，この電磁波エネルギー吸収量を発熱
源として，体内の温度上昇分布を算出したと
ころ，その値は，胎児の奇形や発育障害とい
った問題が生じるレベルよりも低いことが
わかった． 
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